
■

■

●

昭和37年(1962年)10月22日(凋 曜日)

 

闇薪鄭火郁常獅(昭冨口21年8月6目2磁第1127号で1、

　コリ　リ

ロコロ　リロ

コの

　ロ

ココハリのロ

週

.
聞

口

・

…

。

。"

以
日
(水
)
保
健
診療
所
内
科
休
診

船
日
(金
)
学
術
公
開
講演
会
「中
国

人
の
歴
史
思
想
に
つ
い
て」
講
師
パリ

大
掌
教
授
ジ
ェル
ネ博
士
、
主
催
文
学

部
、
三
時
法
経
第
五
教
蚤
。

艶
日
(日
)
臨
地
講
演

乙
誹
丘
陵
か

ら
天
王
山
ま
で
、
講
郎
教
獲
郡
教
授
藤

岡
謙
二
郎
、会
蟹
ニ
ニ○
円
、二
十
七
日

締
切
、先
着
六
十
五
人
、申
込
詳
細
学

生
課
教
養
掛
、
午
前
八
時
半
学
部
前
集

合
。

23

日

に

府学
連
第

一一

一波

關
㎜大
管
制
阻
止

へ
動
き
活
発
隔團

十
一月
一日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
大
管

制
改
悪
阻
止
の
全国
大
学
ゼ
ネ
ス
ト
の

一環
と
し
て
、
京
都
府
学運
でも
第
四

波
統
一行
助
を予
定し
て
い
る
が
、
こ

れ
に
先
立
っ
て
、
二
十
三
日
に府
学運

第
三
波
統
一行
勤
を
行
な
う
こと
に
決

定
し
た
。

京
大
で
は
、
去
る
十
五
日
か
ら
一斉

に
教
養
部
で
は
ク
ラ
ス
討
議
、
学部

で
は
ゼ
ミ
討
議
が
始
め
ら
れ
て
いる

が
ま
だ
ま
だ
低
調
で
同
学
会
でも
二

十
三
日
ま
で
に
は
、
全
学
に
お
い
て

十
一
・
一闘
争
へ
の
一応
の
体
制
固

め
を
終
わ
り
た
い
模
様
で
、
さ
ら
に

十
・二
三
闘
争
を
た
た
か
う
中
で
、

十
一
・
一闘
争
の
展
望
を
ひ
ら
きた

い
構
え
で
あ
る
.

ま
た
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
教
養
部

で
は
十
八
日
に
行
わ
れ
た
拡
大
自
治

委
員
会
に
お
い
て
、
執
行
部
提
案
の

11

・-

。
ス

十
一
・
一大
管
制
改
悪
粉砕
ゼ
ネ
ス

ト
が
、
四
六
対
三
三
で
民
南提
案
の

統
一行
動
避
間
の
設
嚴
を押
え
て採

択
さ
れ
、
正
式
に
十
一
・
一に
むけ

て
の
教
養
部
自
治
会
の
態
度
を
決
定

し
た
ほ
か
、学
部
で
は
理
学
部と
教

育
字
部
に
お
い
て
、
十
一
・
一ス
ト

提
起
が
行
わ
れ
て
い
る
9

府
学
運
の
動
き
を
見
る
と
、
同
志
社
大

では
、大
管
法
に
関
す
る
ク
ラ
ス
討
議

を
進
め
る
と
同
時
に
、
現
在
問
題
に
な

って
いる
学
館
闘
争
が
あ
る
た
め
、
学

内
も
十
一
・
一
へむ
け
て
か
な
り
の
盛

り
上
り
を
み
せ
て
お
り
、
学
友
会
と
し

ては
三十
一日
に
全
学
学
生
大
会
を
ひ

ら
いて
全
学
ス
ト
を
提
起
す
る
予
定
で

あ
る
が
、学
反
会
で
は
、
九
。二
八
に

つづ
いて
十
一
。
一で
も
全
学
ス
ト
に

成
功
す
る
も
の
と
み
て
い
る
。

ま
た立
命
大
で
も
、
現
圧
、
去
る
六
月

ト

へ
の
足

が
カ
り

二
十
一日
の
デ
モ
に
闘
す
る
条
件
滋
反

の疑
いで
起
訴
さ
れ
て
い
る
畏
谷
川
学

友
会
奢
貝畏
の
第
一回
公
判
が
二
十
三

日
に
行
わ
れ
る
関
係
か
ら
、
そ
れ
に
む

け
て
の無
罪
要
求
の
署
各
運
動
大
管
法

2

↑
五
日
文
部省
に
正
式
提
出
し
た
中
教

審
の申
間
報
告
を
め
ぐ
って
学
内
外
で

一に
関
す
る
ク
ラ
ス
討議
を
並
行し
て
逗

脚め
て
お
り
、
法
学
部
を
中
心
に
各
学
部

単
位
に
、
十
一
・
一闘
蛍を
ゼ
ネ
ス
ト

で
た
た
か
う
体
制
を
固
め
つ
つ
あ
る
。

中
教

審

案

を

検

討

5
日
に
全
字
教
研
集
会
開
く

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
京
大
教
冨
研

究
粟
会
世
詰
人
会
で
は
、
二
十
五
日
午

後
五
時
半
か
ら
全
学
教
官
研
究
集
会を

一法
経
第
七
教
室
で
六
月
以
釆
、
四
カ
月

ぷ
り
に
開
く
こ
と
に
な
った
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「大
学
の
社
会
的
責
任
と
大

学
の
自
治
」
で
、
杉
村
敏
正
法
学
部
教

授
の
講
演
と
、
島
恭
彦
経
済
学
部
長
、

小
林
稔
理
学
部
教
授
の
問
題
提
供
を
予

定
し
て
い
る
。
中
教
審
の
最
終
案
が
発

表
さ
れ
て
か
ら
、
啖

と
し
て
は
初
の

教
ぽ
研
究
集
会
だ
け
に
、
教
冒
が
ど
ん

な
態
度
を
と
る
か
庄
目
さ
れ
よ
う
。

北

食

の
移

転

は
不

可

能

に

数
理
解
析
研
使
用
で
き
ず

北
部食
堂
秒
転
問
題
で
、
理
学
部
と
交

渉
し
て
いた
生
協
組
織
部
は
、
十
六
日

宮
地伝
三郎
理
学
都
長
と
会
見
し
、
来

春
着
工予
定
の数
理
解
析
研
究
所
地
下

に
食
堂を
設
け
る
よ
う
申
し
入
れ
た
が

教
星
藪
の不
足
か
ら
地
階
も
実
験
室
な

ど
に
使用
す
る
た
め
、食
堂
の
敷
地
を

組
む
こと
が
でき
な
いと
いう
回
答
の

た
め
、
北
部食
堂
移
転
閤
題
は
ふ
り
だ

し
に
も
ど
っ
た
。

組
餓
部
とし
ては
、北
食
の
移
転
が

不
可
能
に
な
っ
た
ため
、と
り
あ
え

ず
内
部
の改
造
を
急
ぐ
こ
と
に
な
っ

た
が
、
現
五
の
北
食
め
敷
地
か
ら
慶

に
む
か
うて
緑
地
帯
を
作
る
計
圓
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
近
年
中
に
は
現
在

の
場
所
か
ら
移
罫
レ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
い
ず
れ
に
せ
よ
大
幅
な

改
造
は
で
き
な
い
も
よ
う
"

全
員
進
学
を
交
渉
中

工大
掌
院

閥
題
で

藤
野
工
学
部
畏は
、さ
る
十
八日
の
本

社
編
集
員
と
の
会
見に
お
いて
、
工
学

都
大
学
院進
学
問題
、大
学に
お
け
る

防
衛
庁
の
委
託研
究
の
問題
に
つい

て
、
次
の
点
を
明
ら
か
にし
た
.

一、
工
学
部
の
大
学
院進
学
問題
は
、

全
国
の
国
立
大
学
の
間
題
で
あ
る
か

ら
、
現
在
大
学
院を
肩
す
る
國
立大
学

工
学
部
長
会
礒
で
は
、
定
員
の
大
幅な

緩
和
を
決
議
し
、
文
部
省
と
交
渉
し
て

い
る
。
と
く
に
京
大
で
は
全
員
の
進
学

許
可
を
要
求
し
て
い
る
が
、
大
学
院
の

公
募
制
な
ど
で
問
題
が
残
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
現
在
大
学
院
を
有
し
な
い

国
立
大
学
か
ら
の
新
た
な
設
置
竪
求も

あ
る
よ
う
で
、
文
部
省
が
大
幅
な
予
算

増
加
を
認
め
な
い
か
ぎ
り
、
交
渉
は
困

難
に
な
って
き
た
。

藤
野
部
長
が
語
る

一、
阜
稲
田
大
学
に
お
け
る
防
衛
庁
委

託
研
究
間
題
に
つ
い
て
は
し
ら
な
か
っ

た
.
現
異
に
会
社
か
ら
委
託
研
究
を
う

け
て
い
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
学

間
の
自
治に
直
接関
係
あ
る
と
は
思
わ

な
い
.
し
か
し
防
衡
庁
か
ら
、
電
事研

究
を
委
託
さ
れ
る
よ
うな
時
に
は
、
私

と
し
て
は
拒
否
す
る
だ
ろ
う
。
京
大
で

は
炉軍
事
研
究
4
の
事
実
はな
い
.

い
ぜ
ん
解
答
待
ち

県
人
寮
問
題
そ
の
後

現
状
を
調
へ
に
行
っ
て
お
り
、京
大
、

立
命
大
に
も
働
き
か
け
て
い
る
。

第

ニ

ベ
ー

ス

キ

ャ
ン

プ

を

設

営

山
岳
部
イ
ン
ド
ラ
サ
ン
還
征
隊

停パ
ン
ジ
ャブ
・ヒ
マ
ラ
ヤ
地
敷
を
学
術

調
査
し
、
イ
ン
ド
ラ
サ
ン
登
頂
を
め
ざ

す
京
大
山
岳
部
の
遠
征
隊
(小
野
寺
幸

之
進
隊
長
)
七
名
は
、
去
る
八
月
は
D

め
出
発
し
た
が
、
九
月
下
旬
第
一キ
ャ

ン
プ
を
、十
月
一日
に
第
ニ
キ
ャン
プ

を
設営
し
た
。
そ
の
後
、
二日
間
で
荷

物を
運
び
、十
月
四
日
現
在
、
ベ
ー
ス

キ
ャン
プ
に
いる
。
ま
だ
運
絡
は
釆
て

い
な
い
が
、
八日
に第
三キ
ャン
プ
を

去
る
八月
二十
二
日
、
京
都
滋
賀
地
区

大
学厚
生捕
導
協
議
会
(連
絡
先
、
京

都
学
生相
談所
、
左
京
区
田
中
門
前
町

六
)
では
、各
県
に
学
生
県
人
繁
建
設

の要
望
欝を
送
付
し
て
、
誘
致
に
努
め

てき
た
。
これ
は
、大
学
生
数
の
急
激

な
増
加
、
予備
校
生
の
下
宿
、
一般
生

活
事
情
向上
か
ら
来
る
下
宿
数
の
減
少

な
ど
に
よ
る
下宿
難
解
消
の
た
め
に
、

前
記
協
議
会
が
動き
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
、
京都
市
内
に
は
、
こ
の
種

の
も
の
は
、
土
佐
県
人
繁
が
あ
る
く
ら

い
で
、
東
京
な
ど
と
く
ら
べ
る
と
差

が
ひ
ど
く
、
以
前
か
ら
建
設
の
要
望
が

一

強
か
った
も
の
。
岡
山
県
か
ら
は
、
ず

で
に
「考
窓
す
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ

た
が
、
他
は
解
答
待
ち
で
あ
る
。
学
生

側
で
は
、
圓
志
社
大
学
の
学
生
県
人
会

連
合
会
が
活
発
に
勤
い
て
お
り
、
同
会

の
村
よ
邦
夫
君
が
、
東
泉
の
県
人
景
の
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雑
誌
発
行
ふ
え
る

参
加
企
画
ほ
ぼ
出
そ
ろ
う

十
一月
祭
準偏
委
員
会
では
、
十
七
日

各サ
ー
ク
ル
、団
体
の
十
一月
祭
診
加

三
上
君
に
罰
金
三
千
円

、概糠
難

伊
多
波
君
は
無
罪
に

三
十
年
六
月
三
日
、
創
立
記
念祭
行
事

を
め
ぐ
うて
お
こ
うた
"記
念
祭
4

事
件
で
、
滝
田
兀総
長
に
対
す
る
曇
力

行
為
、
傷
害
、
住
居
慢
入
(不
墜
塞)、

の
三
つ
の
罪
で
京
都
地
裁
に
起
訴
さ

れ
、
有
罪
の
判
決
を
受
け
た
、
三
上
隆

君
金
一})11
当
時
両
掌
会
総
務
部
執
行
委

β
、
文
学
部
哲
学
科
四
圃
生
」と
、
伊

多
波
鼠
義
君
全
し
11
当
時
同
学
会
副
委

員
畏
、
法
学
部
三
回
生
11
の
控
訴
審
判

判
公
判
は
、
去
る
十
七
日
午
後
一時
二

十
五
分
か
ら
大
阪
高
等
裁
判
所
三
十
二

号
法
廷
で
開
か
れ
、
奥
戸
戯
判
長
は
一

審
の判
決
を
破
葉
し
、
三
上
君
に
傷
害

罪
で罰
金
三
千
円
、
執
行
猶
予
一年

(
一審
で
は
罰
金
一万
円
)
、
解
多
波

君
に
無
罪
(
一審
で
は
罰
金
ニ
モ
円
、

執
行
猶
予
一年
)
を
言
い
渡
し
た
。

三上
君
が
有
罪
と
な
った
の
は
、
事

件
当日
法
経
本
館
西
北
隅
で
学
生
数

十
人と
滝
川
総
長
、
大
学
職
員
、
守

衛
が
も
み
合
った
さ
い
、
同
君
が
総

長
に
"体
当
り
紹し
た
事
実
が
認
定

さ
れ
たた
め
であ
る
。

一審
で有
罪
と
さ
れ
た
住
居
侵
入
(不

退
去
)
罪に
つ
いて
は
、
本
館
東
階
段

下に
坐
り込
ん
だ学
生
に
対
し
て
、
大

学
が
「解散
」
を
求め
た
の
は
「退
去

命
令
」
と
は解
し
が
た
いと
し
て
、
両

君
と
も
無
罪
と
さ
れ
た
。

三
上
8
談

あ
の
時は
職
員
に
マー

ク
さ
れ
て
い
て
総
畏
には
近
づ
け
な
か

った
。
〃体
当
り
4
し
た
事
実
は
な

い
。
暴
行
が
認
ださ
れ
る
か
ぎ
り
、
私

へ

と
し
て
は
最
後
ま
で
争
い
た
いが
、
弁

護
人
の
先
生
と
相
談
し
て決
め
る
。

企
囮
を
打
切
っ
た
。
総
数
は七
四
で
教

竪
解
放
な
ど
も
冨
ん
で
擢
り
沢
山な
企

画
を
組
ん
で
い
る
o

企
画
の
内
訳
は
展
示
26
、
音
楽
(邦

楽
も
含
む
)
映
礪
会
17
、
講
演
会
お

そ
の
他
(雑
誌
発
行
・茶
会
な
ど
)

8
で
、
日
時
、
会
場
な
ど
の
問
題
を

現
在
準
備
委
と
団
体
代
表
で
交
渉
中

で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
同
学
会
や

各
掌
鄙
企
幽
な
ど
も
入
って
お
り
、

医
学
部
で
は
例
年
通
り
解
剖
展
を
行

な
う
予
定
。
全
体
の
傾
向
と
し
て
は

昨
年
と
あ
ま
り
鍵
ら
な
い
が
、
雑
誌

発
行
企
四
が
多
い
こ
と
や
作
品
発
表

に
一般
碁
集
な
ど
を
行
な
って
マ
ン

ネ
リ
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
方
向
な

ど
、
幾
分
新
工
夫
を
こ
ら
し
た
企
画

も
見
ら
れ
よ
う
教
堅
解
放
は
、
十
九

日
現
仕八
つ
で
あ
る
が
、
今
後
工
字

11月祭

 

部
関
係
が
加
わ
って
十
室
以
上
に
な

る
も
よ
う
。

ま
た
、プ
ログ
ラ
ム
は
現
在
編
集
中
で

ある
が
、
募
集
し
た
表
紙
を
加
え
昨
年

よ
り
内
各豊
かな
も
の
に
な
る
よ
う
す

で
ある
。
さ
ら
に
、
今
年
度
の
新
企
画

で
あ
る前
夜
祭
は
、
吉
田
グ
ラ
ン
ド
の

梗
用
が計
可
さ
れ
な
い
の
で
ガ
ー
デ
ン

・パ
ーテ
ィー
は
不
可
能
で
あ
る
が
、

西
部
構
囚
で匠
琶
楽
韻
の
協
力
に
よ
り

準
備
委
目
身
の企
幽
で行
な
わ
れ
る
予

定
。
こ
れ
は
二
十
五
日
午
後
四
時
半
か

ら
八
時
半
ま
で
で
、
市
民
と
の
交
流
に

力
点
を
農
い
て
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど

企
幽
し
て
最
後
は
華
か
に
フ
ァ
イ
ア
ー

・ス
ト
ー
ム
で
幕
を
下
そ
う
と
い
う
も

の
。
前
夜
祭
の
方
は
応
援
団
の
主
催
に

よ
る
も
の
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
模
擬
店

5
、
仮
装
行
列
1
の
企
画
申
し
込
み
が

あ
る
だ
け
で
今
後
さ
ら
に
増
え
る
見
込

で
あ
る
。

な
お
テ
ー
マ
に
基
づ
く
講
演
会
の
講

師
は
今
週
中
に
最
終
決
定
に
こ
ぎ
つ

け
る
予
足
で
あ
る
が
、
準
傭
委
員
畏

は
、
野
口
健
郎
君
に
変
って
後
藤
浩

治
(工
二
)
君
が
あ
た
る
こ
と
に
な

うた
。

規
約
の
再
検
討
へ

源砂
翻
膨
大
な
規
模
に
批
判

粟
用
アジ
ァ
訴
冤
セン
タ
ー
の
謎
齪
に

っ
い
て
検
討し
て
いる
壁備
委
員
会

(委
員
長
奥田
農
字
郡長
)
は
、
十
七

b
午
彼
.阻例
委
員
会
を
開
い
た
.
こ
の

日
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
祖
織
、
機
構
な

ど
に
関
す
る
規
約
に
つ
い
て
器
戒
し
た

が
、さ
き
に
提
案
し
た
規
約
が
膨
大

だ
、
と
い
う
意
見が
多
く
で
た
た
め
、

簡
単
化
した
も
のを
作
成
し
て
再
度
検

討
す
る
こ
とに
し
た
り

ま
た
、
人
文
科研
の教
授
会
が
〃設

置
反
対
4
の
態
度を
決
短し
、
そ
の

影
響
が
庄
目さ
れ
て
い
た
が
、
十
七

日
の
準
備
委
貝
会
では
桑
原
人
文
科

研
所
畏
か
ら報
告
が
あ
った
だ
け
で

特
に
審
議
は
さ
れな
か
った
。し
か

し
、
少
数
で
は
あ
っ
ても
、
フ
ォ
ー

ド
財
団
か
ら
資
金
援
助を
受
け
る

と
、
研
究
の
目
由
が
侵
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
疑
惑
が
教
冒
層

か
ら
で
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

耀
捕
委
が
な
ん
ら
そ
の
疑
惑
を
検
酎

し
な
か
った
こ
と
は
、
教
魯
の
声
が

正
U
く
反
映
し
て
い
75
い
、と
い
う

批
判
が
で
る
こ
と
も
テ
想
さ
れ
る
。

な
お
、
次
回
は
未
疋
。

ノ準
備
委
の
解
散
〃
な
ど

対
策
協
が
方針
を
決
め
る

拠
用
ア
ジ
ァ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に

反
対
し
て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
設
蹟
対
策

協
議
会
で
は
、
今
後
の
反
対
運
蜘
の
中

心
と
し
て
①
準
傭
委
員
会
の
解
散
②
設

轟
計
画
の
白
紙
還
元
の
監
琿
委
員
会
に

各
掌
部
から
構
成
員
を
だ
さ
ぬ
よ
う
各

教
授
会
に
動き
かけ
る
、
な
ど
を
決
め

た
。

設
営し
、十
一日
に
は
イ
ン
ド
ラ
サ
ン

へ
の
登
頂
を
猷み
る
予
定
であ
る
が
、

天
候
の
摂
い
こと
が
最
大
の
障
害
と
な

う
て
おり
、計
圃
通り
進
行
し
て
い
る

か
危
ぶま
れ
て
いる
.

岡

胃
の
罪
(総
長
に激
し
く
一回
ぶ
つ

か
り
総
長
の右
脚
下
腿
部
に
三週
間

の
傷
を
与
え
た
)
認
定
の証
拠
と
し

た
が
、
二
審
で
は
「滝川
証
一,口は
亭

件
の
首
謀者
が
両
被
告
で
ある
こ
の

先入
感
をも
って
な
さ
れ
て
お
り
、

不
正碓
な記
憶
に
も
と
ず
いて
両
被

告
が
足で
け
った
と
い
って
いる
も

の
で証
.爵と
し
て
悟
用
し
が
た
い」

と
全
図
的
に
排
斥
し
て
い
る
。
乙

の
滝
川証
葺
の信
用
性
の
是
41
は
一

審
に
お
いて
も
弁
護
側
は
激
し
く
追

メ
モ
が
渡
さ
れ
た
覇
実
な
と
も
あ
っ

て
、証
拠
価
慎
と
し
て
は
疑
問
の
あ

る
も
ので
あ
った
。
し
か
し
一審
で

は
滝
川
、西
村
両
証
、口に
ほ
と
ん
ど

班
いて
三
上
君
に
つ
い
て
有
罪
と
し

た
が
、
伊
多
波
君
の
煽
轡
に
つ
い
て

は
虻
拠
な
し
と
な
って
い
る
。

抑
講
審
で
は
滝
川
誠
渚
を
排
除
し

な
が
ら
も
、
西
村
証
も
と
宮
本
了
邦

証
・自は
直
接
祉
拠
と
は
し
が
た
い
が

措
偏
で
き
る
と
し
て
、
三
上
君
が
総

長
に
激
し
く
ぷ
っつ
か
った
11
暴
打

時
二
十
分
ま
で
に
解
散
せよ
。解
散

し
な
い
場
台
は
不
法
樂
会と
認
め
適

当
な
借
歯
を
と
る
」は
、
佳
眉侵
入

不
退
去
罪
の
構
成
要
件
であ
る
「選

去
命
令
」
で
あ
る
と
学
生は
認
識
し

て
い
た
か
ら
幽
込み
の
事笑
は
仕
居

侵
入
の
罪
に
該
当す
ると
し
て
三上

伊
多
波
商
君
を
有
雛と
し
た
が
二審

で
は
「大
学
側は
内
心
学
生
が
彪
去

す
る
こ
と
を希
畢
し
て解
散
命
令
を

出
し
た
と
し
て
も
が解散

と̀
.退

玄
白
と
は
累
災
に
お
い
て
異
る
。

"解
散
`
と
は
集

こ
の鵜
果
、検
察
側
が
企
図
し
た

各
糧の
罪
の
立
証
は
ほ
と
ん
と
失
敗

わ
ず
か
に
三上
君
の
滝
川
総
長
へ
の

"体
当
り
π
だ
け
が
辛
う
じ
て
裁
判

所
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ

の証
拠
と
さ
れ
て
い
る
西
村
、
宮
本

両
'
㌔口がお
よ
そ
夢た
よ
り
な
い
も

の
4だ
け
に
、三
上
君
が
上
告じ
て

争
え
ば
、証
拠
不
十
分
と
し
て
無
素

と
な
る
こと
が
予
想
さ
れ
る
。

昨
年
の
い
ま
ご

ろ
、炭
労
は
"政
策

転
換闘
欝

を
歌
し

て
いた
.今
夏
の
炭

労
大
会
でも
下
部
の

突き
上げ
を
素
通
り

成
長

株

は

翻

訳

パ
イト
夏
休
み
に
七
百
万
円

痕大
生
の汗
と
涙
の
結
品
、
七
百
万
円

也.
これ
は
、
こ
の
ほ
ど
爆
生
課
生
活

掛
がま
と
め
た
今
年
の
夏
休
み
期
問
中

に京
大
生延
八
干
九
百
人
が
稼
ぎ
ま
く

うた
金額
●
バイ
ト
の
横
綱
格
は
大
掃

除
で
、
八
百円
か
ら
干
円
の
手
労
の
ほ

か
に
、ビ
ー
ル
や
夕
食
ま
で
ご
ち
そ
う

に
な
り
家庭
的
ふ
ん
囲
気
に
ひ
た
る
こ

と
が
でき
る
のが
人
気
を
よ
ん
だ
よ
う

だ
。
そ
のほ
か
に
配
達
な
ど
の
軽
労
働

な
ど
も
相当
数
就
労
し
て
い
る
。

ま
た
、最
近
の成
畏
株
と
し
て
は
、
翻

訳
バ
イ
ト
があ
る
。
こ
の
期
間
だ
け
で

九
十
二
万円
稼
ぎ
ま
く
って
い
る
。
英

文
の
ほ
か
、伊
、
露
、
仏
、
ス
ペ
イ
ン

語
の
翻
訳な
ど
も
数
多
く
一般
会
社
か

ら
依
頼
さ
れ
てい
る
。
主
に
文
学
部
の

学
生
が
受持
って
い
る
が
、
下
宿
で
で

も
で
き
る
も
のだ
け
に
、
今
後
も
積
極

的
に
開
拓
して
い
く
と
い
う
。

今
哩
の
バ
イト
の
動
務
評
定
は
二
、
三

と
情
が
あ
った
ほ
か
は
、
全
体
的
に
好

評
で
、
ワま
ずは
満
煮
4
の
成
紬
と
の

乙
と
.
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記
念
祭
事
件
は
、
昭
和
三
十
年
展

創
立
記
念
祭
の
園
遊
会
、
前
夜
祭
な

ど
学
生
主
催
の
行
事
を
学
生
委
員
会

が
禁
止
し
た
た
め
、
こ
の
撤
回
を
求

め
て
、
六
月
三
日
午
後
学
生
代
表
が

緯
畏
と
会
見
し
た
が
、
総
長
の
態
度

が
変
ら
な
か
った
た
め
、
集
っ
て
い

た
学
生
が
総
畏
の
直
接
釈
明
を求
め

た
●
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
総
長
が
拒
否

し
た
こ
と
か
ら
、
間
遡
が
紛
糾し
、

本
館
か
ら
法
学
部
研
究
窪
へ
向
う
総

長
を
取
囲
ん
で
釈
明
を
求
めよ
うと

し
た
学
生
と
、
総
長
、
大
学
職
員
、

守
衝
が
も
み
あ
った
さ
い
、
暴
行
が

行
わ
れ
た
と
し
て
、
さ
ら
に
夜
に
入

うて
本
館
東
階
段
下
に
集
っ
た
学
生

に
対
し
、
大
学
が
解
散
を
要
ボ
レ
た

が
雌
去
し
な
か
うた
と
し
て
、
三

上
、伊
多
波
両
君
が逮
捕
、起
諮
さ
れ

た
。
六
月
三
日
夜
に
は
約
二
百
五
十

人
の
警
冨
が
学
内
に
入
り
、
坐
込
ん

で
い
た
学
生
を
排
除
し
、
同
五
日
に

は
同
学
会
に
解
散
命
令
が
田
さ
れ

た
。一方

、
事
件
の
亜
日
で
あ
る
四日

に
は
衆
議
院
法
務
委
員
会
で
取上
げ

ら
れ
、
最
高
検
察
庁
が
動
くな
ど
政

治
的
な
動
き
が
目
立
ち
、
当
時
日刊

各
紙
は
、
「総
畏
繋
行
事
件
」と
し

て
セ
ン
セイ
シ
ョナ
ル
に
取
上
げ
た

三上
窟は
同
十
一日
逮
捕
さ
れ
、
つ

づ
い
て
伊多
波
書
も
逮
捕
さ
れ
た
.

大
学側
は
同
二
十
一日
、
学
内
処
分

を
強
行
し
、
三
上
君
に
無
期
停
学
、

伊
多波
君
ら
七
人
に
六
ヵ月
停
学
の

処
分を
決
窟
し
た
。
そ
し
て
同
二
十

八
日
、京
都
地
検
は
、最
高
検
の
指
小

によ
う
て
、
蕊上

侵
入
に
つ
い
て
有
罪
、
罰
金
一万
円

伊
多
波
君
に
対
し
て
住
居
侵
入
に
つ

い
て
有
罪
、
罰
金
二
千
円
、
執
行
猶

予
一年
の
判
決
を
書
渡し
た
。
な
お

共
同
製
行
に
つ
い
て
は
両
君
と
も
無

罪
と
さ
れ
た
.

こ
の
判
決
に
対
し
、
被
告
、
検
察

双
力
が
控
訴
し
、
大
阪
高
裁
に
審彊

団
の
解
体
を
意
味

し
、
必
ずし
も
現

場
か
ら
の
堤
諏
を

必
典
と
し
な
い
。

か
よ
う
な
際
、
管

理
者
の
意志
に
反

し
て
建
物
の
中に

と
ど
ま
っ
て
蔑
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さ
せ
て
"政転
聞
箏
∬
の成
功
に
酔
っ

た
の
で
あ
った
。だ
が
、十
三
日
に
出

さ
れ
た
石炭
鉱
業
調
査団
の
答
申
案
は

炭
労
幹
部
の誠
元
深く
「七
万
人
首
切

り
」を
打
ち
出
し
た
。
に
わ
か
に
ヤ
マ

は
再
び
脚
光
を
あ
び
る
こと
と
な
った

の
で
あ
る
▼
同
じ
十
三
日
「池
田首
相

が
答申
を
ほく
そ
笑
んで
受
け
と
った

そ
の日
、わ
れ
わ
れ
(大
正
鉱業
雌
職

者同
盟
)は
執
行
使
と
五
百名
の警
官

隊
によ
っ
て
、
二十
四日
間
に
わ
た
り

座
り
こみ
を
秘
けた
捲
場
一帯
から
遍

い
出
さ
れ
た
」
(
「全
國
炭
鉱
労働
者

一諸
君
に
訴
え
る
」
大
正
鉱
業
退職
者
同

盟
。
)
そ
し
て
、
構
内
全
域
立
入禁
止

仮
処
分
決
定に
慣
った
退
職
者同
盟
貝

二
十
五
人
が地
下
二千
M川の坑
内
に
す

わ
り
込
ん
だ
(毎
日
新
聞
・十
月
十
六

日
弓
)▼
こ
の
大
正
鉱
第
魁職
者
同
盟

は
御
存
知
谷川
雁
氏
が
指
導す
る
大
正

一行
動
隊
を
中核
に
、
百
三
十
日
に
及
ぷ

生
産
ス
ト
ッ
プ
実
力
行
使
を
敢
行
し
て

き
た
ド
ス
の
効
い
た
部
隊
で
あ
る
。
退

職
金
全
額
即
時
支
払
い
を
要
求し
て
(

会
社
側
は
一円
も
支
払
わ
な
い
)
文
字

ど
お
り
血
と
汗
の
た
た
か
い
で
あ
る
。

雁
さ
ん
は
り
つ
「後
退
期
に
お
け
る
労

働
者
闘
争
は
、
そ
れ
自
身
の
な
か
に
戦

略
的
に
も
戦
術
的
に
も
必
血
の
後
遅
て

あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
が
逆
に
敵
の
心
脳

へ肉
迫
す
る
と
い
う
弁
証
法
を
ふ
ま
え

な
い
か
ぎ
り
、
今
日
の
よ
う
な
状
況
を

呈
す
る
の
は
自
明
で
あ
る
」
(読
爵
新

聞
、
十
月
十
五
日
)
▼
こ
の
よ
う
な

〃追
い
っめ
ら
れ
た
戦
闘
性
召
は
既
存

の
労
働
迷
動
論
の
中
に
は
入
り
き
ら
な

い
。
"統
一4
が
労
働
運
動
に
お
い
て
檜

誌
麺
墾
鰻
蘇
「

ど
れ
ほ
ど
の深
部
を
見
通
し
て
出
発
し

て
い
る
か
?
こ
こ
か
ら
目
を
腱
し
て
一

見
翠か
な
〃政
転
闘
争
4
な
る
も
の
を

打
ち
出
し
た
だ
け
で
は
、
問
題
は
い
っ

こう
に
解
決
し
な
い
で
あ
ろ
う
o
ス
ク

ラ
ソプ
に
さ
れ
る
と
い
う
極
限
状
況
は

炭
鉱
労
働
省だ
け
の
運
命
では
な
い
。
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制÷

郊
、鄭
、馬、

伊多
岐
両
君
を

暴
力
行為
等
処
罰

に
関
する
法
徳
遮

反
、傷
嵜
、
住
居

慢入
の疑
い
で起

訴
、初
公
判
は
九

月
八日
に
開
か
れ

た
。

信
頼
で
き

ぬ
霜
証
言

修大

検
察
側
主
張
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
ず

の点
は
認
め
た
。
け
だ
し
、
丙
村
融

葛は
滝
川
計
㌔
に
概
ね
8り
ー
ド
4

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

であ
り
、
一番
で
取
上
げ
ら
れ
な
か

うた
鵠本
証
石を
三
上
君
暴
行
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
し
た
点
に
つい
て
は
か

な
り
の猟
埋
が
あ
る
。
な
お
総
長
の

お
脚
下
腿
掩
に
傷
を
与
え
た
と
す
る

三上
君
の
傷
箸
に
つ
い
て
は
誕
拠
不

十
分
と
さ
れ
た
。

次
に
佃
届
侵
くに
つい
て
、
一審

で
は
、大
年の
解
散
命
令
「午
後
九

』

弁
護団
は
能
勢
克
男
、
毛
利
与
一

両氏
ら
血畿
在
住
の
弁
護
士
の
ほ

か
、策
双の
林
逸
郎
、
海
野
晋
∴
両

氏
ら
も
葡め
て
全
国
的
な
弁
護
凶
を

組
織
、
法
学
部
の
平
場
、
田
畑
、
宮

内
の三
教
授
が
狗
別
弁
護
人
と
な
っ

た
。
四十
三
同
公
判
に
あ
た
る
田
和

三十
三
年
二月
十
四
日
に
論
告
求
刑

が
行
な
わ
れ
、
三上
、
伊
多
波
両
君

に
各懲
役
一年
の
求
刑
が
あ
った
・

同
四月
十
六
日
球都
地
裁
山
田
裁
判

長
は
三上
禽
に
対
し
て
棚
岩
、
位
届

が
移
さ
れ
、
証
人
調
へ
が
く
り
か
え

さ
れ
た
が
、
昭
和
三
十
七
年
十
月
十

七
目
、
事
件
発
生
以
米
七
鉢
四
ヵ
月

ぷ
り
で
二
審
判
決
が
あ
っ
た
。

記
念
祭
事
件
公
判
の
一審
、
二
笛

を
通
じ
て
、
検
祭
、
弁
護
双
力
の
争

点
と
な
った
の
は
、
滝
川
総
長
の
舐

苫
に
関
す
る
悟
用
性
の
問
題
で
あ

ろ
。
一審
で
は
、
「滝
川
酊
]に
は

部
分
的
に
く
い
ち
が
い
が
み
ら
れ
る

が
、
全
面
的
に
値
用
で
き
な
い
も
の

で
は
な
い
」
と
し
で
、
三
上
農
の
傷

及
し
、検
事
調齢
と
紘妊
て
の
団・]

と
の食
違
いに
つ
いて
は
明
ら
か
に

さ
れた
た
め
、裁
判
所と
し
て
も
祉

拠と
し
て採
用
玄
る
のが
困
難
と
み

ら
れ
て
いた
が
「全
面的
に
偏
用
で

き
な
い
も
の
では
な
い
」と
の
コジ

ツ
ケ
によ
っ
て
、
三
上
君
の傷
害
を

立
証
す
る
祉
拠と
さ
れた
。
こ
のほ

か
、
三
上
君
の
傷
占認
疋
には
総
長

秘
瀞
西
村
源
次
融
口も
計
拠と
し
て

採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は滝
川

証
智
に
彊
似
し
、
総
長
か
ら
秘
書
へ

退
去
命
令
が
あ
った
こ
と
は
解
せ
な

い
か
ら
、
"
居
慢
入
の
不
越
去
罪
に

は
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
両
君
を
無

罪
と
し
た
。

さ
ら
に
二
審
判
決
は
、
原
番
で
無

罪
と
な
った
部
分
で
検
察
側
が
控
訴

し
た
ω
八
同
暴
行
の
伊
多
波
君
の
滝

川
総
疑
への
%
占
③
三
上
君
の
滝
川

総
長
肋
骨
骨
銚
の
傷
岩
に
っ
い
て
判

断
を
下
し
、
い
ず
れ
も
そ
の
硝
笑
な

し
、
ま
た
は
証
拠
不
十
分
と
し
て
控

添
棄
如
と
し
た
.

責任繕集

桑原武夫 日高六郎

松浪信三郎 伊藤整

わ
れ
わ
れ
の
行
動
の
前
提
と
し
て
讐

茅

誠
司

現
在
、
人穎
の当
面
し
て
い
る
最
大
の
問題
は
人
そ
れ
自
身
で
あ
る
。人
と人
ζ

の
対
立
の
閥
題を
省
み
ず
に
他
の
問
題を
解
く
の
は
今
や
無
慧
味
と
い
って
も
よ

い
。
そ
し
て
、入
と
人
と
の
対
立
す
る中
で
、
最
も
大
き
い
聞
題
は共
閥主
義
対

自
由
主義
の
対立
であ
り
、
こ
の
対
立を
弛
緩
し
な
い
う
ち
は
人類
の
安
楚し
た

平
和
は
あ
り
得
な
い。
そ
し
て
こ
のよ
う
な
問
題
は
電
子
計
算
棚
を
用
いて
解
く

こ
と
は
で
き
な
い
こと
も
明
ら
か
であ
る
。
こ
のよ
う
な
陣
点
に
立
つ
われ
わ
れ
,

の
行
動
の
前
提
とな
る
も
の
は
、
そ
の
導門
の如
伺
に
か
か
わ
ら
ず
、
古今
東
西

の
思
想
を
よ
く
知る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
慧瞭
に
お
い
て
私
は
今
回
河
出嘗
房
新
r

社
の
企
田
に
対
して
、
鴻
腔
の
賛
意
を衷
し
、
これ
を
推
薦
す
る
も
の
であ
る
。

撰
契
の経
慧
難
蟹

第
2
團
果

灘
鍔
零

概
説
・
出
口
勇
蔵

ウ
エ
L
バ
篁
の
思
想

現
代
の
杜
会
科
学
の
全分

婆

嫉

溝

鍵
朧

巨
匠
マ
ソク
ス
・ウ
ェー

バ
ー
の
代
表
的
著
作
築
ー

第
3
回
配
本

増
刷
鞘
売
申

概
説

・
松
浪
信
三
郎

ブ
ラ
ン
ズ
実
存
主
義

人
聞
魅
の
真
の
回
復
を
め

ざ
し
文
学
と
思
想
に
新
た

な
遭
を
開
い
た
カ
ミ
ユ
、

鮒
緋

齪

儀

羅

注

第
4
回
配
峯

増
刷
顎
売
中

概
説

・
大

内

兵

衛

マ
ル
ク
ス
の
政
治
思
想
をい目つマ
つす標いルかる'てク

む心政そスこの治の主

縮 霰 琶での動や政

糞駿 あ漣

翻5
回
柴

増
刷
擁
売
申

概
説

・
桑

原

武

夫

 

フ
ラ
ン
ズ
啓
蒙
思
想

近代
風
主
主
義
の
古
典
と
・

して
、
常
に
新
た
な
世
代

に
腕み
つが
れ
て
い
か
ね

ば
な
ら
ぬ作
品
を
紹
纂
ー

饗
尚
璽
冷
増
刷
動
売
中

概
説
・
高
橋
義
孝

フ
ロ
イ
ト
の
思
想

20
世
紀
に誕
生
し
た
新
理

鏑
と
して
、
精
神
医
学
・

化
等
あ
ら
ゆ
る
-

麟

巌

用さ
れ
、
展
開

さ
れ
て
い
るフ
ロイ
ト
の

精
神
分
析
の入
門
欝
ー

第
7
回
配
峯
11
月
Ω
目彌
弼

概
説

・
日
高

六

郎

現
代
ア
区
リ
カ
の
思
想

　
れア
メ
リ
カ
　　
の
　

耀
羅
鱒騰

ぴ
て
い
る
フ
ロ
ム、
ラ
ス

ウ
ェル
の
主
著
を収
録
。

河出ペーパーパックス

 

集

格

Espritの あ る編

εlegantな 装本
EGonomioalな 価

●
全
24
巻

毎
月
一
巻
つ
つ
配
本

各
巻

¥
3
8
0

軍
ブ
ァシ
ズ
ム
運
動
史

渠

輕
暑

¥
1
2
0
0

三
月
嘔件
か
ら
二
・二
六
事
侍
後
ま
で1

日
本
纏
目
の
、
翠
フ
ァシ
ズ
ム
運
動
の
発

展
過
程
を実
証
的
に
追
求
し
、
昭
和
史
の研
究
に
新
生
面
を
切
り
開
い
た貴
軍
な
丈
献

日
本
歴
史
年
表
嚢
蔽

日
本
歴
史
大
辞
典20
巻
の
成
果
を
ふ
ま
え
て完
成
し
た
年
表
。
歴
史
.人
交
科
学
.社

会
科
学
の
研
究者
、
大
学
生
、
簡
校
生
の
た
めに
使
い
易
く
ハン
デ
ィ
な
新装
蕾
及
版

捷
石

い

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

..¥簾
傭

自
信
を
も
って
フ
ラ
ン
ズ
の最
高
学
府
に
の
り
こ
ん
だ三
代
目
の
留
学
詔
ー

着い
日

本
人
の
知
性
と
感
性
が
とら
え
尭
新
し
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ー楽
し
い
国
際
的
膏
春
生活
記

日
本
故
事

物
語

蕾
叢

日本
人
の
知
慧
の
索
引
。
膨
・赦
事
・成
旬
・格
翻
を
澗
鵯
ー
演説
・放
送
・座
談
・

手
紙な
ど
の
診
考
に
、
恋
人
と
のシ
ャレ
た
断
艦
に
、
あ
な
尭
の教
養
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

竪
石

川

啄

木

.
謎

世蘭
の蔑
祝
と
逆
塊
に
耐
え
、
短
い生
涯
に
激
し
い
情
勲
を
燃
やし
た啄
木
の
全
詩
歌

作
品
・験交
・日
記
。
他
に
諸
家
の圃
想
記
や
騨
諭
・座
談
会
な
ど
を収
め
た
新
編
集

竪

芥

川

龍

之

介

..難
編゚

颯
そ
う
と
丈壇
に
登
場
し
た
天
折
の
鬼才
、
芥
川
の
敦
養
と
技
巧
、
エ
ス
プリ
に
輝
く

代
衆
作
二
十編
"
ほ
か
に
梶
品
諭
・作
家諭
。随
摩
。批
評
・参
考
丈
献
など
か
濡
載

竪
源

氏

物

語

.轟甜

姥
評
あ
る
与
謝
野
晶子
の口
語
訳
で
桐
壷
・ダ顔
・須
懸
・明
石
ほ
か
哀
し
く
華や
か

な
丁
朝
絵
巻
・全
九
帖を
収
め
、
研
究
編
に
は
評論
・随
想
を
そ
え
允
鑑
賞
の
手ぴ
き

瓢
塗

矯
。台ゴ
河

出

書

房

新

社

97
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変
説
は
朝
鮮
動
乱
期
に

(上)

離
蘇

自
衛
権
存
在
論
に
依
拠

(っ
ぎ
に
縄
げる
文
軍
は
一九
六
〇
年
十
二
月
三
十
一日
に
需き
あ
げ
た

も
の
で
、近
く
補攣
し
た
上
で
維
墜
土
隅
日
」に
掲
載
を予
冠し
て
いる
が

本
紙
の
求
めに
応じ
、
全
体
で
五
〇
枚
の
も
の
を
約
半
分
の畏
さ
に
竪
約
し

た
。
し
た
が
っ
て説
冊
的
な
展
開
よ
り
も
、
問
題
提
出
に
函恵
が
あ
る
。
)

こ
の
小
諭は
大
石
義
雄
教
授
の
B
本
國
嶽
法
第
九
条
解
釈に
おけ
る
学
説

の
変
化
を
を漉
接
の対
象
と
す
る
.
だ
が
、
あ
か
ら
さ
まに
いえ
は
、こ
こ

に
は
四
つ
の
ねら
いが
か
く
さ
れ
て
い
る
,
す
な
わ
ち
、
①
自衛
戦
争
合
癒

鈴
も
ま
た
一つ
の学
脱
と
し
て
ゆ
民
根
を
も
っ
て
い
ると
す
る
彩
λを
そ
の

「学
説
」
の
一つに
即
し
て
否
定
す
る
こ
と
、

②
一般
に
、
学説
の
変
更
と
学
省
の
湿
任
と
の
関
連に
つ
いて
の
問
題
を

提
出
す
る
こ
と
、

③
人
類
社
会
の
た
め
に
学
問
を
進
歩
発
展さ
せる
制
展
的
保
帥と
し
て
の

「大
学
の自
治
」
の
現
状
の
も
つ
問
題
性
を
具
体例
を
通
じ
て
掬
摘
す
る
こ

と
、④

法
解
釈
学
が
学
閻
と
し
て
成
立
す
る
た
め
の可
能
性
と
条
件
を
吟
臥
す

る
こ
と
、

であ
る
.

し
か
し
、
こ
の
小
鍮
で
は
右
の
問
題
そ
のも
のに
つい
て
検
前
す
る
息
図

は
さ
ら
に
な
く
、
た
だ
、
右
の
問
題
を
ふく
ん
でい
る
事
察
そ
の
も
の
を
正

確
に
認
識
し
よ
う
と
努
め
る
π
け
に
す
る
.

圓
一、聞
題
設
定

明
ら
か
に
し
よ
う

と
す
る
内
裕
は
、
京
都大
学
法
学
部
教

疲
大
石
義
雄
氏
(窓法
謂
座
担
任
)
の

日
本
国
惣
法
第
九条
解
釈
に
つ
い
て
、

Φ
そ
の
解釈
の内
谷が
変
化
し
た
と

い
う
事
笑
そ
のも
の
、
と

②
右
の
変化
に
応
勤
て
解
釈
の
方
法

も
また
変
化し
て
いる
事
笑
、

と
で
ある
。後
者
の
事
実
を
明
ら
か
に

す
る
こと
は
、大
石
教
授
の
変
説
が
学

間
的に
かな
り
の
無
瑚
を
伴
って
い
る

こと
を
内
在
的
に
明
ら
か
に
す
る
に
役

立
つだ
ろ
う
。

昌
、資
斜

⑪大
石
義
雄
「日
本
国
慮
法
概
説
」

(高
文
社
、
一九
四
九
)
(以
下
、
た

ん
に
「四
九
年
版
」
と
呼
ぷ
V

②
岡
(有
憾
堂
、
一九
五
二
)
(以

下
、た
んに
「五
二
年
版
」
と
呼
ぷ
V

こ
の両
者
は
お
な
じ
出
版
社
(名
称

は
異
って
い
る
が
)
か
ら
出
さ
れ
、
同

一紙
型
を
使
った
と
思
わ
れ
る
が
、

「は
し
が
き
」
と
「第
二
細
臨
九
翠
、

日
本
国無
法
と
戦
争
放
棄
の
"53む
」
の

み
が
興
な
る
。

ほ
か
に
、
捕
助
的
に
、

③
大
石
「新
憲
法
の
幕
本
的
斑
念
性

格
」
(
「法
学
論
叢
」
第
五
四
巻
五
、

六
合併
堵
、
一九
四
七
年十
二
月
)

④
大
右
「憲
法
」
(勤
而
面
房
、
一

九
五
〇
年
)
.

轟
難
鯉

一、大
石
教
馨
【

説
の爵
期

「四

九
年
版
」と
五
〇年
の
「憲
払
」
と
の

間
に
は
内
昏上
の強
異
は
な
く
、
「五

二
年
版
」と
の
間に
は
錐
異
が
檸
す
る

か
ら
、
獲説
は
一九
五
〇
年
二
月
か
ら

五
二
年
四
月
一日
ま
で
の
聞
に
お
こ
っ

たと
壽
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ちな
み
に
、
こ
の
時
期
は
、,

①
五
〇年
六月
に
捌
鮮
事
変
が
始
ま

り
、
警
寮
予備
隊
が
創
澱
さ
れ
、
そ
れ

と
第
九条
と
の関
連
が
問
題
に
さ
れ
始

め
た
.

②
大
石
教
授
の
恩
働
佐
丸
木
惣
一博

士
が
、
鐸第
九
条
は
自
衛
桶
を
苔
定
し

て
いな
い
8と
いう
趣
旨
の
発
昌を
さ

れた
、時
期
であ
った
。

二
、
「具
体
化
」

「五
二年
敬
」

一

か
「変
説
」
か

の
序
文
に
付
さ

れ
た
「再
版
の
こ
と
わ
り
が
き
」
で
、

大
石
教
授
は
、

「…
…戦
旬
放
乗
の
纈
法
規
疋
の
脱

明
の
点に
お
い
て
一層
そ
の
法
逼
を

は
っき
り
と具
体
化
し
た
と
い
.つ
こ

と
が
肉
版
の
狗
徴
と
な
って
い
る
」

(太
字
は
引
用
壱
)

と
述
べ鶏

ら
れ
る
。

と
ず
れ
ば
、
「四
九
年
敬
」
と
「五

二年
版
」
と
で
は
、
浸
面
的
な
説
明
の

芹
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
九
条
解釈

の
内
衿
そ
の
も
の
は
変
化
し
て
い
な
い

は
ず
で
あ
り
、
両
版
の
説
明
の
闘
に何

ら
の
矛
盾
・く
い
ち
が
い
も
仔
在し
な

い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
う
て
、
以下

こ
の
両
撒
の
闘
に
矛
鷹
が
あ
る
かな
い

か
を
調
べ
る
こ
と
に
す
る
.

稲
罐
整

三
、
叙
述

す
こ
し
長
い
が
、
両版

西

田

の
変
化

の
「第
二
編
第
九
躍
、

日
本
国
媒
法
と
戦
争
放
棄
の
∬
君
」
の

う
ち
、
変
化
し
た
鄭
分
を
引
用す
る
(

本
米
は
全
文
を
掲
ぐ
べき
で
あ
るが
、

紙
ふ
く
制
限
と
い
う
ま
っ
た
く
技
術
的

な
理
由
の
た
め
)

め
ち
の
脱
明
の
便
宜
の
た
めに
、各

段
解
ご
と
に
(イ
)
(ロ
)
各文
ごと

に
ー
、
2
の
符
月を
つけ
、変
化
し
た

文
百
を
(
V
で示
す
こと
に
す
る
。

正

夫

こ
れ
を
設
け
ない
こ
と
な
った
の
で

あ
る
。
V

(ハ)
-
、
(前
に
も
ゴ
ロし
た
如

ノ

く
戦
争
回
雌
の
た
め
の
努
力
は
、
こ

れ
ま
で
も
し
は
し
ば
な
さ
れ
て
い

る
、
V
2
、
(併
し
、
日
本
の
新
憲

法
の
如
く
徹
底
し
た
戦
争
放
棄
の
冨

告
を
憲
法
で
足
め
た
こ
と
は
来
冗
触

って
人
類
の
経
験
し
た
ζ
と
は
な
い

の
で
あ
る
。
V
3
、
(こ
の
意
昧
に

と
醒
で
あ
る
.

(ト
)
(然
ら
ば
、
戦
争
放
棄
の
宣

言
を
し
た
日
本
が
、
将
来
肴
し
他
国

の
侵
陥
を
う
け
る
場
台
、
国
家
存
続

の
保
猷
は
ど
こ
に
こ
れ
を
求
め
る
の

で
あ
る
か
.
V
2
《新
鷺
法
で
は
、

こ
れ
を
国
際
社
会
の
公
正
と
悟
義
に

求
め
る
の
で
あ
る
。
V
3
(即
ち
、

新
鴛
法
の
立
前
で
は
、
わ
が
国
の
安

全
の
保
説
の
根
拠
は
、
国
際
社
会
の

公
正
な
判
断
を
龍
提
し
、
こ
れ
に

憎
頼
す
る
こ
と
に
徐
す
る
の
で
あ

る
。
V

(チ
)
1
、
(併
し

戦
争
放
棄
の
宣

『、口に
伴
う
武
力
の
放
棄
は
他
面
こ
れ

を
国
内
関
係
と
し
て
見
れ
ば
國
内
の

治
安
維
持
の
た
め
に
も
、
駈
隊
を
使

用
す
る
こ
と
は
あ
り
勧
な
い
の
で
あ

って
、
従
って
、
新
簸
法
下
の
わ
が

閉
治
女の
維
持
は
、
一に
か
か
っ
て

贅
察
の
力
に
依
律
す
る
の
外
は
な
い

の
で
あ
る
.
V
2
ハ併
し
、
警
票
力

に
は
、
そ
の
瞥
風上
、
自
ら
限
展が

あ
る
。
V
3
(藍
し
、
名
は
驚
祭
で

あ
う
て
も
、
そ
の
実
は
軍
隊
で
ある

な
ら
は
、
新
憲
法
の
武
力
放
棄
の規

足
は
破
ら
れ
る
こ
と
とな
る
から
で

あ
る
。
V
4
(
そ
こ
で
、新
瞭
法下

に
お
い
て
、
闘
民
生
活
の安
寧を
保

研
す
る
鰻も
根
本
の
こと
は
、国
民

の
一人
一人
が
、
国
家柵
力
の発
動

ま
つ
こと
な
く
し
て
共存
共
栄
の
共

「金
の
こ
と
を
い
う
のは
嫌
ら
し
い
」
、
「清

貧
に
甘
ん
ず
る
」
と
い
う
た
、
いわ
ゆ
る
「武
士

は
喰
わ
ね
ど
高
揚
子
」
式
(現
代用
語
で
いえ
は

い
い
恰
好
し?
)
の
気
持
が
、ど
う
も
大
学
の
中

で
は
　
な
お
　
っ
て
いる
よ
う
な
タ
が
す
る
り
一

難
轄
讐

の
も
な
い
.不
足
分
を
各
女個
別
的
に
補
って
い

る
に
ち
が
いな
い。

足
らな
け
れ
は
禰い
を
つけ
る
の
は
や
む
を
え

な
い
。
給与
の低
さ
を
消
喪
と
し
て
甘
ん
じ
て
お

い
て
、
も
し
そ

の
不
星
τ他
に

甘
え
て
補
う
な

ら
「嫌
ら
し
い

」
と
い
え
ぱ
ζ

の
方
で
あ
る
.

先
日
、
総
理
と
主
要
大
学
学
長
と
の
懇
談
会

で、
学
畏
側
か
ら
説
明
が
あ
って
は
じ
め
て
総
理

は
大
学
教
授
の
給
与
の
低
さ
に
驚
い
た
よ
う
で
あ

る
が
、
科
学
振
興
を
政
策
の
蟹
板
に
し
て
い
る
政

府
の
最
高
貞
任
養
が
こ
う
で
あ
る
と
は
、
驚
く
方

は
こ
ち
ら
で
あ
る
.
U
か
し
譜
え
て
み
れ
ぱ
、
人

を
費
め
る
前
に
、
お
互
い
を
ふ
り
か
λ
ら
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
.
な
ぜ
な
ら
、
な
ん
と
な
く
「金

の
こ
と
を
い
う
の
は
嫌
ら
し
い
」
と
い
う
「あ
き

給

与

の

改

善

前

州

嘉

ら
め
」
と
も
「世
闘
体
」
と
も
つ
かな
い気
持が

わ
れ
わ
れ
の
中
に
あ
って
、
給与
に
つ
い
て
の
鱗

へ

直
な
考
え
方
を
主
彊
す
る
力に
欠け
て
い
た
から

で
あ
る
。

本
年
展
も
人
事
院
勧
告に
よ
う
て
給与
は
少
ソ

上
げ
られ
る
よ
う
で
あ
る
.現
在
、大
掌を
榮禦

し
て
大
学
教
冒
に
つ
い
た
場
台
の
初
任
給
は
一

四
、
て
O
O
O
円
で
、
そ
れが
一六
、
三〇
〇
円

に
な
る
.
さ
き
ほ
ど
、
中
史
蹴低
鼠
金
醤議
会
が

答
申
し
た
石
炭
「最
賃
制
」
で坑
内夫
の最
低
寅

金
は
一八
才
、
一六
、
O
O
O
円
であ
る.
仕
事

の
内
奮
か
ら
風前
者は
糟
神労
働
に
、
後
者
は
肉

体
労
働
に
重み
が
か
かる
こ
と
は
当
然
で、
精
禰

労
働
と
肉
体
労働
の
鶴
異は
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、

労
働
の
「き
びし
さ
」
に
お
いて
は
好
欄対
の
も

の
で
あ
る
。
大
学
を
出
た
教
官給
与
の
初
任
給
が

坑
内
夫
、
一八才
の
最
低
賀
金
に
及
ぷ
か
及
ば
な

いと
い
う
事情
で
、科
学
振
興
も
あ
った
も
の
で

はな
かろ
う
。
そ
れ
と
も
、
一般
に
よ
く
い
わ
れ

㎜

る
「憲

が
あ
が
れ
ば
塁

も
謬

ら

聞

れ
る
」
と
い
う
論
理
を
適
用
す
れ
ぱ
、

晶

麹
講
叢
購
灘

こ
に
期
待
を
つ
な
ぐ
べ
き
か
。
ま
さ
に
こ
と
は
逆

であ
る
.
給
与
の
改
薔
が
科
学
擬
典
への
道
と
い

う
より
、
内
容
で
あ
る
。

大
学
教
官
の
給
与
の
改
酋
を
い
く
ら
」
張
し
て

　
も
決
し
て
い
い
す
ぎ
で
は
な
い
.
そ
れ
は
「土
活

改
薄
」
で
あ
り
「研
究
体
制
の
改
着
」
で
あ
る
。

し
た
が
って
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ま
と
ま
っ
た

今
体
の
μ
と
し
て
反
映
さ
せ
て
い
く
か
、
お
包

い、
大
い
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(京
大

経
済
学
郁
助
教
授
・社
会
政
策
)

贈
徹
底
し
た
戦
争
放
棄

武
力の
わ
使
で
あ
る
V
a
〈し
か

し
、新
憲
法で
は
、
日
本
が
対
外
的

に
国
策
を
逐
行
す
る
手
段
と
し
て

は
、
第
一の
方
法
即
ち
平
和
的
手
段

に
う
ぎ
る
と
す
る
の
で
あ
る
V
乳

(そ
れ
では
、
こ
の
平
和
的
手
段
を

以
て
し
て
は
國
際
紛
争
の
解
決
が
で

第
九

条

解

釈

の

変

化

自
衛
権
放
棄
は
含
ま
ぬ

【
「四
九
耳版
」
】

「
(イ
)
(陥
-戦
働
を
免
れ
る
た
め

に
こ
れ
ま
でな
さ
れ
て
来
た
努
力
砥

つ
い
て
)

(ロ
)
」我
国
でも
、
太
平
汁
戦
争
の

に
が
い経
験
か
ら
、
魯
ひ
戦
舶
に
よ

う
て
国民
が
凸
し
む
こ
と
の
な
い
よ

う
にと
、新
憲
払
で
撃

放
棄
の
昼

石
をす
る
こ
と
に
な
っ
た
。
乳
即

ち
、新
憲
法
で
は
(銅
由
の
如
何
に

か
かわ
ら
ず
、
日
本
は
武
力
を
手
段

と
し
て
他
国
と
勢
う
こ
と
を
絶
対
に

認
め
な
い
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
V
a
(塊
由
の
如
何
に
か
か
わ
ら

な
い
ので
あ
る
か
ら
、
他
国
を
侵
略

す
る
目
的
の
た
め
ば
か
り
で
は
な

く
、日
本
が
他
国
か
ら
侵
陥
を
う
け

る
こ
と
が
あ
って
も
、日
本
は
武
力

を
手
紋
と
し
て
こ
れ
と
頚
つこ
と
は

絶
対
に
し
な
い
ζ
と
と
な
った
の
で

あ
る
.
V
4
(こ
の
絶
対
半
和
の
臼

的
遂
成
の
手
蚊
と
し
て
軍
隊
は
一切

露
い
て
新
響

の
戦
射
放
梁
の
買
d

は
世
界
的
な
制
微
を
持
つ
際
法
な
の

で
あ
る
。
V

(二)
(略
ー
ホ
[日ず口は
、
日
小
が
平

和
国
本
た
る
こ
と
を
要
求
し
た
も
の

で
、
そ
の
承
譜
が
戦
争
放
棄
∬
自
で

員
体
化
さ
れ
た
。
)

宗
)
(陥
ー
無
条
件
降
伏
と
い
っ
て

も
、
文
化
社
会
で
は
、
敗
者
が
、
人

大
石
磯
雄
教
裸
・…
…

閻
と
し
て
生
きる
椿
利を
久
う
こと

を
意
臥
し
な
い
。
)

(へ)
(陥
ー
ホ
賃
爵
の
無
条
件承
譜

は
"政
治
の
民
主
化
の
復活
強化
を

条
件
な
し
に
承
諾し
たと
い
つこ

闘社
会
生
粘
を
な
す
こ
と
の
出
来

る
、高
度
の
杜
金
罹
を
抽
つ
と
い
う

こと
であ
る
V
翫
(先
す
、
新
余
教

育
の蝋
視
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い所
以
であ
る
V

【
「五
二
年
敬
」
で
挿
入
さ
れ
た
鄙

分
】「①

(ロ)
①
(
ハ)
」
我
悶
で
も
、

太
平
洋
戦
争
の
に
が
い
経
験
か
ら
、

再
び戦
争
に
よ
って
園
民
が
凸
し
む

こと
のな
いよ
う
に
と
、
新
懸
法
で

戦
舶
放
棄
の
窺
ロを
す
る
こ
と
と
な

った
。
翫
即
ち
、
新
憲
法
で
は
(国

際
紛
箏
陥
決
の
手
段
と
し
て
は
、
い

かな
る
場
合
と
い
え
ど
も
、
日
本
は

武力
の
わ
梗
を
認
め
な
い
の
で
あ

る
V
a
(従
って
、
こ
の
目
的
の
元

め
の
戦
力
は
こ
れ
を
保
持
し
な
い
の

で
あ
る
V
艦
(
一般
に
、
国
家
が
対

外
的
に
国
撮
を
行
う
手
段
と
し
て
二

穐
あ
る
V
臥
(
一は
平
珊
削
手
段
で

あ
り
、
二
は
実
力
行
使
の
手
段
即
ち

剛OI量loooo8"「ll「「80響「1
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最
大
限
の
大
衆
闘
争
を

十
一
・
一
に
課
せ
ら
れ
た
窟
義

開

剛
際
競
争
の
激
化
の
中
で
蟹易
自
由

化
を
む
か
え
た
H
本
独
占
資
本
累
およ

び
そ
の
政
府
の
志
向
をそ
れ
に根
ざ
し

た
反
勘
的
請
勲
向
の急
激
な伏
疏
を
内

在
さ
せ
つ
っ
も
、
それ
ら
を
瞼
ぺい
し

つ
づ
け
て
きた
今
春
以釆
の政
治
同
面

に
、
い
ま
い
く
つ
か
の臓
嬰
課
題
が
露

わ
に
敬
場し
てき
た
.
池
田
首
柑
の
艘

欧
をは
さ
ん
で
,エネ
ル
ギ
ー
革
而
留

の犠
牲
を
す
べて
労
働
者
に
お
し
っ
け

よ
。つと
す
る
魏

対
策
と
軍
贋
的
な
海

外
雌
出
の
新
た
な
第
一歩
で
あ
る
日
鯨

交
渉
が
当
画
、
政
治
的
な
ヤ
マ
場
を
む

か
え
よ
う
と
し
て
い
る
し
、
大
管
制
問

題
は
十
月
十
五
日
、
文
隔
借
ヘ
マ渡
さ

れ
た
中
教
冨
答
串
を
根
幹
に
沈
制
化
へ

の
迅
程
を
歩
み
だ
し
た
。
これ
ら
は
い

ず
れ
も
次
期
園
会
で
の
熊肖
に
な
る
こ

と
が予
測
さ
軸
て
いる
.
こ
と
に
日
鵜

会
談
は
、縣
悶
側
金
繍
泌
中
央
情
報
部

曼
の
米
目
を
契
機
に
い
よ
い
よ
大
諾
め

の
政
治
折
衝
に
入
り
、
社
会
的
にも
当

面
の還
動
の
中
心
課
㎏
に
な
ろう
と
し

て
い
る
.

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
情
あ
の中

で
十
一
・
一統
圃行
動
日を
む
かえ
る

わ
け
で
あ
る
が
、
掌
生
浬
動が
文
字
通

り
学
生
人
衆
を
基
盤
とし
たも
ので
あ

る
こ
と
「学
生
」
と
いう
も
のの
狗
妹

性
、
そ
の
自
偉惟
を考
え
る
な
ら
、
わ

れ
わ
れ
人
儲入
に
対
し
て
節
接
か
け
ら

れ
てき
た
反動
攻
勢と
し
て
犬
愕
制
閥

題
を
制
に
几
目
し
な
け
れ
ぱ
な
る
ま
い

先
H
出
さ
れ
た
中
教
応欝
G申
に
っ
い

ては
前
"
で
そ
の
閲
題
燃
を
逐
条
的
に

の
べ、
さ
ら
に
学
閻
研
究
へ
の
直
接
的

弾
圧
だ
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
簸

制
度に

断
固
た
る
反
対
を
打
ち
出
し
て
いく
必

嬰
に
つ
い
て
も
す
で
に
ふ
れて
き
た
。

し
か
し
問
題
り
虫
憂さ
と
それ
を
め
ぐ

る
情
勢
に
か
ん
が
み
て
、わ
れ
わ
れ
は

一切
の
法
制
化
絶対
反対
と
今
大
字
人

の
急
出
な
立
上
り
を再
ひ
訴
え
る
も
の

で
ある
。

大
管制
の泓
制
化
そ
れ
目
体
が
す
で

に
は
ら
ん
でい
る
権
力
者
の
弾
比
的
性

格
が
明
ら
か
に
な
って
い
る
に
も
か
か

わ
ら
す
、
闇
穴
協
の
よ
.つ
に
む
し
ろ
迦

用
さ
れ
た
部
分
は
む
ろ
ん
の
こ
と
ス
学

れ
σ
と
よ
ひ
か
わ
す
だ
け
の
「自
拍
論

義
」
で
は
け
っし
て
な
い
。
「守
る
」

べき
「入
学
の
自
治
」
と
は
、
戦
閉の

歴
史
(た
と
え
は
濁
濃
耶
事
磯
9
滝
川

那
件
)
が
明
小し
て
い
る
よ
う
↑
、
学

悶
73
研
究
や
発
麦
の
自
山
と
り
2
嘱貝

的
部
分
を
放
棄
し
つ
つ
か
ろ
う
じ
℃
ど

の
形
骸
κ
け
を
雑
斡
し
て
き
た
も
の
で

あ
り
、
現
泊
も
ま
た
予
算
嗣
な
と
で実

質
的
営
難
は
六
字
のす
み
ずみ
に
行き

わ
た
っ
て
い
る
の
であ
る
.
そ
のよ
つ

に
窒
洞
化
さ
れた
「ス
字
の
目沽
」

制
展
化
さ
れた
教授
会
の人
事
権
のみ

人
の
問
に
は
一般
に
き
わ
め
て
ア
イ
マ
・
を
内
拾
と
する
「人
管
の
目治
」
を
墨

イ
な
対
応
の
仕
方
が
立
配
粥
で
あ
ると

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
制
化
を

反
動
的
な
政
宿
攻
努
と
し
て
と
ら
λる

こ
と
に
発
想
し
て
そ
れ
を
粉
砕
し
て
い

く
と
い
う
正
し
い
方
向
へ
の
突
効的
な

取
組
み
は
す
で
に
大
き
く
立ち
お
く
れ

て
い
る
の
で
ある
。

実
際
に
大
讐
制
を
粉
碑す
る
も
のは

な
に
か
.
そ
れ
は
7大
学
の
自
治を
守

守
しよ
う
とす
る
のは
、
憲
法
問
題
に

お
ト
る
い
わ
ゆる
"護
憲
の慰
想
禽
と

岡
様
のあ
や
ま
り
を
犯
し
て
い
る
も
の

では
な
いだ
ろ
う
か
●

三

わ
れ
わ
れ
は
蒐
に
学
間
の
研
究
成
果

の発
表
の
目由
を
保
陳
す
る
笑
質
的
な

「大
学
の
自
治
」
を
か
ち
と
って
い
く

た
め
に
全
団
の
大
学
間
の
徽
底
的
な
統

一と
蝋
力
な
呉
体
剛
闘
堕
の展
開
を
.て

れ
に
対
搬
し
なけ
れ
はな
ら
な
いと
お

え
る
。
これ
こ
そ
が大
管
制
の法
制
化

を
粉碑
す
る
た
め
に有
効な
攻
甥
の
ブ

ラ
ノ
で
ある
。
七
し
て
こ
のよ
つ
な闘

争
の
展開
を
ぬ
き
に
し
て
は
問
題
の
本

質
謎
鋸さ
え
不
可
能
で
あ
ろ
つψ

し
か
し
、
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
な
教

冒層
間
に
脊
右
す
る
ア
イ
マ
イ
さ
・21

行
動
利
に
加
え
て
中
央
の
指
蔚
性
を
喪

失
し
た
学
伍
運
動
の
四
分
五
裂
的
状
態

は
そ
の
よ
う
な
今
国
規
模
で
の
徹
底
的

な
統
一闘
餉
を
き
わ
め
て
困
難
に
し
て

い
る
。
こ
の
状
況
を
打
ち
破
る
1
広
く

一般
的
な
大
衆
運
効
の
低
滞
を
は
ね
魅

し
て
い
く
想
昧
か
ら
も
、
十
一
・
一統

一行
動
日
を
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
の
一

つ
の
エ
ポ
ソ
ク
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ

う
.
こ
の
日
の
闘
争
は
中
教

箒
答
申
に
対
す
る
われ
わ
れ
の
同
答
で

あ
る
。
そ
し
て
来
た
る
べ
き
法
制
化
粉

砕
へ
の
先
制
の
の
ろ
し
で
ある
.

四

こ
の
日
、
戻
都
府
学
逆
を
は
じ
め
全

国
的
規
模
で
大
字
一斉
ス
ト
シ
イ
キ
が

予
足
さ
れ
て
い
る
。
京
入
で
も
同
学
会

が
す
で
に
今
学
ス
ト
を
決
定
し
て
おり

教
撰
部
を
は
じ
め
各
学
部
と
も
ス
トシ

イ
ヰ
提
条
が
な
さ
れ
る
もよ
う
であ
る

が
、
大
惚
制
の
法
制
化
を
絶対
阻
止
す

る
と
い
う
強
力
な
冒
"を日
本
の杜
会

卒
体
に
行
な
つ
べ
く
、墨
大
限
に
45効

な
闘
舶
形
怨
をと
る
必饗
が
あ
る
だ
ろ

う
。問

題
の
性格
上
、全
ス
学
人
が
一体

と
な
った
五春
A
闘
は
と
り
わ
け
て
追

求
さ
れ
なけ
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

し
かし
モ
のた
めに
かえ
って
有
効
な

闘
舶
が
七が
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、そ
れ
は
行
動
の
逆
転
で
あ
る
。
も

し
五
者間
の
問
題
把
握
に
相
遡
黒
が
あ

れ
は
、そ
れ
は
翔
亙
に
鹸
大
限
有
効
な

闘争
を
展開
し
つ
つ意
見
の
一致
を
見

出
し
て大
胃
制
法
制
化
粉
砕
ま
で
た
た

か
いぬ
いて
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

1'"°52年

_1

き
な
い
場
台
は
い
か
にす
る
ので
あ

る
か
。
V
8
(
こ
の
場合
と
いえ
ど

も
、
日
小は
鶉
に
必ず
平
和
を
愛
妊

す
る
潴
国
民
の
公
正と
個
義
に
傭
顧

す
る
の
で
あ
る
。
V9
(
そ
れ
で

は
、
園
際
紛
争
の
存在
を
削
提
し
な

い
紬
然
た
る
自酌
は
ど
う
か.
V
10

(こ
れ
に
つ
い
ては
、憲
法
は
何
等

定
め
る
と
こ
ろ
がな
いV
11
(こ
の

こ
と
は
何
を
意
駄す
る
も
の
で
あ
る

か
。
V
12
(純
然た
る
自
衛
行
動
は

憲
法
逸
反
の問
題
を
生
ず
る
こ
と
が

な
い
と
い
う
こと
で
ある
。
V
13
(

け
だ
し
、
自衛
と
いう
も
のは
慢
略

に
対
す
る
抵抗
た
る
こ
と
を
本
質
と

す
る
も
の
であ
る
か
ら
、
憲
法
は
こ

れ
ま
で
も
禁止
す
る
と
いう
こ
と
は

で
き
な
い
の
であ
る
。
V
14
(国
際

法
が
一般
に園
蟹に
自
勧
榴
を
認
め

て
い
る
のも
、
臼
勧
と
い
う
も
の
の

本
質
に
由来
ず
る
。
V
15
(い
う
ま

で
も
な
く
、自
衡
権
は
国
際
法
上
の

國
累
の桁
利
であ
る
。
V
16
(そ
れ

故
に
、国
内
私た
る
憲
汰が
ど
の
よ

う
に
疋
め
ても
、
自
掬
権
が
失
わ
れ

ると
い
つ
こと
は
あ
り
斜
な
い
。
V

17
(
国
際
払上
国
旗
で
あ
る
な
ら
ば

、
函
4は
当
然
に
目
衛
耀
を
持
つ
の

であ
る
V
18
(日
本
隅
簿
払
は
戦
争

放
棄
の鱒
・肖を
し
て
い
る
V
19
(併

し
、そ
れ
は
、
国
際
紛
舶
解
決
の
手

段
と
し
て
の
戦
争
を
放
棄
す
る
と
い

つ
の
であ
って
、
國
際
法
上
の
田錫

檀
の
放
乗
ま
で
倉
め
て
い
る
の
で
は

な
い
V

(二
)
併
し
、
何
と
い
う
て
も
…
…

擁
駒墾

 
四
、
内
響
上
の
変
化

①

「堰
由
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
武
力を

手
段
と
し
て
他
園
と
争
つ
こと
を
雑
対

に
認
め
な
い
こ
とと
な
っ
た
の
で
あ

る
。
」
(ロ
の
2
。
太
字
は
引用
者
、

以
下
同
じ
。
)
が
「国
醸
紛
争
解
決
の

手
段
と
し
て
は
、
い
かな
る
場台
と
い

え
ど
も
、
日
本
は
武
力
の行
使
を
認
め

な
い
の
で
あ
る
。
」
(ロ
、
ハ
の2
)

に
変
って
い
る
。
前
者
では
一切
の戦

争
を
放
棄
す
る
か
の
ごと
く
舜
けと
れ

る
の
に
、
後
者
で
は
、
あき
ら
かに
、

特
だ
の
戦
争
を
放
棄す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

②

「こ
の
絶
対
平
和
の
目
的
遣
成

の手
段
と
し
て
軍
隊
は
一切
こ
れ
を
設

けな
いこ
と
と
な
った
の
で
あ
る
。
」

(ロ
の4
)
が
、
「従
っ
て
、
こ
の
目

的
(国
際
紛
舶
解
決
の
手
段
と
し
て
武

力
を
行
使
す
る
目
的
-
引
用
者
駐
)
の

た
め
の
載
力
は
こ
れ
を
保
持
し
な
い
の

で
あ
る
。
」
(ロ
、
ハ
の
3
)に
変

うて
い
る
.
こ
こ
で
は
、
前
者が
明
白

に
軍
隊
を
い
っ
さ
い
保
持し
な
いと
す

る
に
た
い
し
、
後
者は
、
狗
足の
冠
隊

ー
,,,,.佐

々
木
諏

一
名
誉
教
幾
・…
・

・卿

のみ
の不
保
掩
を
主
張
、
何
ら
か
の
稲

類
の
W
隊
な
ら
ば
保
持
で
き
る
か
の
ご

と
き
印
象
を
与
え
る
。

③

五
十
二
年
版
は
新
た
に
、
「純

然
た
る
自
衛
行
動
」
(、
ロ
、
ハ
の

12
)
な
る
奨
忍を
も
ち
こ
ん
で
、
こ
れ

は
掻
法
盗反
で
は
な
い
とし
た
。

④

五
二年
版
は
、
そ
れ
に
伴
って

国
際
法
上
の
自
衛
梱
の
存
続
を
強
調
す

る
。
これ
は
、
四
九
年
版
で
は
少
な
く

と
も
表
面
に
は
出
て
米
て
い
な
か
った

議泊
で
あ
る
.

⑤

四九
年
版
で
は
、
躍
隊
を
保
掩

しな
く
な
った
日
本が
「侵
略
を
う
け

る
場
白
、國
翠
仔続
の保
墜

(ト
の

ー)
を
ど
こ
か
ら
得
る
か
、
と
い
う
間

題
が
考
祭
され
、
そ
の
保
註
は
「国
際

社
会
の公
正
と
信
義
に
求
め
る
」
(ト

の2
)
と
さ
れ
て
いた
が
、
五
二
年
版

では
これ
が
問
題
も
ろ
と
も
抜
け
て
ー、7

ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、
四
九
年
版
の

「国
際
社
会
の公
正
と
個
義
」
が
五
二

年
敬
で
は
、
平
和
的
に
国
際
紛争
を
解

決
で
き
な
い
「場
白
と
い
えど
も
、日

本
は
必
ず
平
和
を
愛
好す
る
諸
国
民
の

公
止
と
個
漉に
儒
頼
す
る
の
であ
る
」

象
鎗
感
顕
灘
墾

った
く
異
って
い
る
。

⑥

四
九
年
版
は
、
照隊
を
抽
た
な

く
な
う
た
た
め
に
、
国
内
治
女
の面
で

蹴
隊
が
果た
す
べき
役
割
が
ど
の
よ
う

に
し
て
カ
バ
ーさ
れ
る
べき
か
、
と
い

う
閻
題
が
湧
崇さ
れ
て
いた
が
、
五
二

年
機
で
は
、
これ
ま
た
問
題
も
ろ
と
も

な
く
な
う
て
いる
.

大
右教
授
に
よ
れ
ぱ
、
以
上
の
蓮
違

は
、
叙
述上
のも
の
で、
前
蓄
の
法
理

を
具体
化
す
れば
後
者
に
な
る
、
と
い

「う
ζと
であ
る
。
は
た
し
て
そ
う
か
、

¥

に
莞
て
呈
う
・

五
、四
九
年
敬
と
五
二
年
版
と
が
矛

贋
し
な
いた
め
の
条
件
(略
)

次
号
は
次
の
点
に
つ
い
て
ふ
れ
よ

う
と
思
う
。

六
、
四
九
年
版
と
五
二
耳
版
と

の
闘
の
内
唇
上
の
矛
麿

七
、
四
九
年
版
と
五
二
年
版
と

の
間
の
方
法
上
の
押
異

㎜

お
わ
り
に

}

(京
大
経
済
大
学
院
・穴
学
の
臼治
研

號
会
)

学

園

評

論

叙
11
秋
N
O7

日
本
の
社
会
蓮
動
の
中
で
初
め
てと

い
え
る
位
、
名
汝
し
い
変
単
の
エネ
ル

ギ
ー
に
胸
を
熱
く
し
て
行動
す
る
肴き

イ
ン
ケ
リ
ク
ン
ナ
ヤ
生み
出
し
た
あ
の

安
保
闘
争
下
に
お
い
て再
生
し
、
ユ
ニ

ー
ク
な
役
割
を
果
た
し
た
学
園評
齢

も
、
現
石
の
新
ん
誕
の沈
黙
の中
で書

う
べ
き
何
も
の
か
を
失な
い
つ
つあ
る

よ
う
だ
。
学
評
の
新
たな
視
座の
確
立

は
、
今
体
と
し
て
の
日本
の杖
会
遮
動

の
低
迷
と
関
わ
りを
も
って
い
る
が
赦

に
ひ
じ
ょ
うに
閉
難
であ
る
け
れ
ど
も

湊

世界
への
果
敢
な
鐘

を
期
待
し

た
い
.
台
号は
巻
瑚論
の
新
開
純
也

「窟
法
闘
争
と
学生
運
動
」
お
よ
び
佐

山
亜紀
夫
「創
造
力
の
実
験
-
砂
の
女

論
」
に
よ
って
よ
う
や
く
瓦
え
ら
れ
て

い
る
感
が
ある
.前
者
は
安
保
闘
争

の総
括
と
護
憲
詣
批
判
で
あ
る
が
政
治

闘蛸
に
対す
る
マル
ク
ス
主
義
敷
治

豫
齢
の
総
括
の
規
準
を
ふ
ま
え
、
実

践的
か
つ論
矧
的
で
あ
る
.
さ
ら
に
艮

体
的
な
日
本
的
政
治
機
構
の
解
明
へ
の

序
論
た
り
う
る
。
後
者
は
八
十
枚
の
力

作
で
、
自
か
ら
の
感
件
に
絶
対
の
侶
頼

を
も
って
、
安
部
公
房
の
「砂
の
女
」

に
喰
ら
い
つ
い
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ

自
体
こ
の小
説
の
主
題
で
あ
る
「日
常

性
の剥
奪
」
を
志
向
し
た
格
闘
で
あ
る

こと
が判
明
し
て
、
ま
こ
と
に
さ
わ
や

かな
印
敦
を
の
こ
す
。
ま
た
、
そ
の
文

体は
、社
会
科
学
、
人
文
科
学
と
し
て

と
く
に
自
然
科
州'の
用
語
・術
語
の
豊

冨
で
通
切
な
駆
梗
に
よ
って
、
分
耕
の

関
す
る
覚
え
轡
き
」
、
連
載
ト
ロ
ソキ

ー
「文
学
と
革
命
」
が
目に
と
ま
る
。

(学
園
評
論
社
刊
・
B六
判
・
一二〇

円
)

(片
)

}鋭雛

撃

のを
衡

蹴

鴛

体
像
」
は
対
象
への
接
血
が
一般
的
な

川
康
火
(同
助手
)
化
研
切
教
授
渡
辺

キ
レ
イ
ゴ
ト
に
終
って
い
る
。
座
淡
会
昌
(岡
助
手
)
併
任

紬
研
教
授
袖
田

「学
舞

の
竺
と
塁

は
塁

正
憂

襲

授
)
防
藷
助
羨

で
無
囚
沿
。
集
ま
って
話
をす
れ
ぱ
何

名
林
災
(工学
部
幼
教
授
)
配
置
換

か
が
出
て
く
る
よ
う
な
状
況
で
は
な
い

丁
学
運
朋教
授
森
思
次
(工
研
助教
授
)

こ
と
を
知
る
へし
。
そ
の
他
に
n
柵
健

経研
助
教
授
鵬場
正
雄
(教
遭
部
助
敦

一
「小
野
蒔
論
に
お
け
る
状
況
と
爵に

授
)

O

.●
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●

世界の文学 の流 れ と現状 とを

の文学者、三千の作 品 をとりあげ
一望の もとに見わたす新 しい企画

千人
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響

σ

9

覇

゜

'

,

ち
螢

£

呉
茂

刷
・中
村
光
夫
著

神
話
の
世
界
が
ひ
ら
け
、
雄
大
な
叙
事
詩
、
英
し
い
拝
情
詩
が
生
ま

れ
て
い
く
:
…
・人
間
的
な
感
動
に
み
ち
あ
ふ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
文
学
。

そ
の
真
髄
は
、
二
十
世
紀
の
交
学
に
、
い
ま
な
お
脈
々
と
流
れ
て
い

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
丈
朋
の
源
泉
を
平
易
明
快
に
紹
介
、
考
察
す
る
。

酔

F

.
`

・

・

・
O

の.謁

★
初
の
試
み
ー

ギ
リ
シ
ア
.
申
国
、
日
本
の
文
学
を
も
独
立
の
一
巻

と
し
、
古
今
東
西
の
文
学
を
.
同
一
の
視
点
か
ら
逓
観
し
ま
し
た
。

★
権
威
あ
る
文
学
史
ー

七
十
年
の
畏
い
文
学
伝
統
を
湾
る
新
潮
袖
が

・・

学
界
の
協
力
の
も
と
に
、
一
流
の
軌
華
者
を
得
、
五
年
の
歳
月
を
か

け
て
完
成
し
た
、
新
し
い
形
の
世
界
文
学
の
講
座
で
す
。

糎

★
文
学
に
親
し
む
た
め
に
1

誰
も
が
.
文
学
の
真
髄
に
ふ
れ
、
理
解

し
う
る
よ
う
.
弼
臼
く
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
し
た
。

錫

★
読
書
計
薗
の
指
針
に
1

何
を
ど
う
読
む
か
。
作
品
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

・

★珊雑
藻
書
齢
祉鳩

需
繕
馨
隅
瀞
ダ易く
甜

親
し
み
や
す
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
本
で
す
.

層

・

・

・

・

・

新 享朝 社 叢奮棄禁寳砦美馨

 

.講
・

磁 螢

 

● 9.

● 正確な英語で定評ある
朝日新聞の英宇 日刊紙

ASAHIEVENINGNEws

★一カ月¥300

一 お仕事の発展のために
一 国際的視野と教養向上に

お申込みは朝日新聞販売店へ

お申込みは朝日新聞販売店又はジやバンタイムズ‡支社触

やバンタイムズ な祉 硬京鋸千代田区内奉町一!一(59驚}53醤～9

支社 大阪市北区中之鳥淀屋橘ピル(202)3591-2

本
書
を
読
ん
で

】
流
会
社

へ
/

就
職
シ
ーズ
ン
を
迎
え
て
ρ日
経
ρが
学
生
躍
君
に
贈
る

絶
好
の
経済
解
脱
書

一
九
六
二
年
最
蔚
版
好
評
発
亮
中

8
六
販
四
=
一ペ
ージ
定
価
§
二
〇
円
串
λ
O
円

こ
の
辞
典
は
、
日
本
の
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ

ル
と
書
わ
れ
る
日
経
が
、
そ
の
特
色
を
生
か
し
て
編
纂
し
た
も
の

で
、
経
済
を
申
心
に
、
政
治
、
法
律
、
外
交
、
社
会
、
科
学
な
ど

各
分
野
の
時
事
用
語
を
分
り
易
く
解
説
し
て
い
る
.

特
に
本
最
新
版
は
近
代
経
済
学
用
語
と
技
術
草
新
時
代
に
ふ
さ

冨

わ
し
い
科
学
用
語
の
充
実
に
カ
を
入
れ
、
躍
動
す
る

「現
代
」
の

姿
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
た
。
経
済
知
識
を
潔
め
、
か
つ
そ
れ
を

整
理
す
る
の
に
好
適
の
書
で
、
経
済
学
の
専
門
的
な
辞
典
と
し
て

は
勿
論
、
入
社
試
験
の
準
備
尊
に
も
広
く
活
用
し
得
る
経
済
時
事

用
語
の
室
典
で
あ
る
。

日

本

紹

褥

新

聞

社

夫
阪
畜
東
区
今
橘
一
ノ
鱒
五

8

8

1

98
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